
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

五中の生徒たちの活気溢れる鳳祭をご観覧いただき、誠にありがとうございました。 

体育館がないという大きなハンディの中での、２回目の鳳祭にあたり、生徒会役員は２カ月以上も前

からスローガンの決定や内容の検討をし、夏休み中も登校し準備をしたり、サントミューゼでのリハー

サルなどを行ったりしてくれました。生徒会役員が全校生徒を牽引し、生徒一人一人がその熱意に応え、

与えられた役割をしっかり行う、立派な文化祭を創り上げてくれたと思います。 

鳳祭は、学校最大の行事で、毎年多くの感動を与えてくれます。それはきっと、数々の制約がある、

今の五中だからこそできる文化祭を創り上げるために、生徒と教師が共にがんばっているからだと思い

ます。ステージでは、発表や演じる練習のほか、照明や音響、大道具、小道具づくりなどが必要になり

ます。展示でも作品の配置や装飾など、レイアウトが欠かせません。それぞれの活動場所で、より良い

ものにしようとする姿を、前日まで見ることができました。このようにして、全校生徒が協力し合い、

「わ」となってつながり、みんなで創り上げた鳳祭だからこそ、参加した生徒や教師が共に、思いっき

り楽しむことができ、そして、観る人は心が動かされ、忘れがたいものとして心がいっぱいになったと

思います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9/26（木）は、上野が丘社会体育館にて開祭式・学年発表・生徒会企画、校舎にて展示見学 

9/27（金）は、サントミューゼにて、吹奏楽部発表、合唱コンクール、閉祭式が行われました。 

鳳祭の様子は、学校ホームページ、各学年だよりでも紹介されています。ご覧ください。 

上田ケーブルビジョン UCV１２２チャンネルでは、１０月２１日（月）に鳳祭の様子が放映されます。 

 ◆１日目（開祭式・学年発表・生徒会企画生徒の主張） ６：００、１２：００、１９：００ 

 ◆２日目（吹奏楽部発表・合唱コンクール）      ８：００、１４：００、２１：００ 

             鳳   
上田市立第五中学校 TEL ２２-３０７６ 

学校 HP http://www.school.umic.jp/ueda5/ 

〒386-0003 上田市上野４４１        PC・スマホ用 QR 

五中だより 
  第８号 

令和６年１０月１０日 

文責：教頭 今井 拓也 
 

わ  ～全 校 でつなが る鳳 祭 ～   

学校教育目/標人間性豊かで、主体的に問題を解決する生徒 

基本目標／①心の豊かな生徒 ②自ら考え、実践する生徒  

③健康で、たくましい生徒 

生活の３重点/「あいさつ」「無言清掃」「時間を守る」 

http://www.school.umic.jp/ueda5/


みんなでつくりあげた 鳳祭 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わ～全校でつながる鳳祭～ 

「＋１」 



9/30第 2回学校運営委員会 

 ９月３０日（月）に第五中学校コミュニティースクール 

第 2回学校運営委員会が行われ、午後の授業を参観して 

いただきました。本年度、初の試みとして、生徒との 

懇談会を行いました。 

生徒会三役の３人が代表で参加し、鳳祭直後という 

こともあり、それぞれ、鳳祭の感想を語ってくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

その後、運営委員のみなさんからも、お一人お一人感想やアドバイスなどをいただき、意見交換をし

ました。一部を紹介します。 

○吹奏楽部などイベント等に参加してもらってありがたいが、身近な自治会での作業や活動に中学 

生も出てほしい。 

○地域で子どもたちの顔が見えるようになるとよい。 

 ○大人から中学生に依頼すると、強制になってしまうので、何か活動があるときに、すすんで参加 

してもらえたらよい。 

 ○わいわい塾、中学生に参加してもらった。伝統にして少しでも多く後輩たちにも伝えてほしい。 

生徒から 

 ○登下校等で交差点等に立ってくださっていてありがたい。 

 ○地区そうじ、草刈りなど一緒にできたらいいと思う。 

 ○道路にゴミが落ちている。以前、針が落ちていて自転車がパンクしたことがある。月に１回くら

い点検できるとよいと思う。 
 

懇談会の最後に、宮下運営委員長から 

 「高校の委員もやっているので、高校の役員と話すことがあるが、高校生と同じレベルの話し合い 

ができた。立派です。」とお褒めの言葉をいただきました。 

 

委員の皆様からいただいた感想の一部を紹介します。 

◆生徒会役員との懇談を終えて 

・役員のみなさんの生の声を聞くことができ、五中の、五中での生活をより良くしようと

いう熱意がしっかり伝わってきました。 

・生徒会三役が、しっかりした考え方をもっていてすごいと思いました。五中神科部校時

代、生徒会活動に携わりましたが、自主的な活動は皆無でした。ほとんどの活動が先生

主導でした。学校の主役は生徒です。学校運営委員会に生徒が入ることは自然ではない

でしょうか。 

・生徒会役員の方々、しっかりと自分の言葉で発言できていて、すごい!!と思いました。 

・生徒会役員、企画運営、大変苦労したと思います。つながる鳳祭、全体の生徒の和、感

じられました。よい思い出になったのではないでしょうか 

・初めての試みの生徒会役員との話し合いは、生徒たちの生の声が聞けてよかったと思い

ます。 

 

・改築だが、多くの方に支えて 

もらい、サントミューゼでできた。 

・全校制作の足場を組んでいただ 

き感謝。 

・全校生徒のつながり、保護者や地 

域とのつながり、一体感を感じた。 

・楽しむ立場から楽しませる立場に 

なり不安もあったが、拍手うれし 

かった。 

・公約の「生徒の主張」楽しん 

でくれてうれしかった。 

など 



 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9/30第３回制服検討委員会 

 今回の制服検討委員会では、新制服制作依頼 

業者２社による、新制服検討に向けたアドバイ 

スをプレゼンしていただきました。 

主にジェンダーレスの男女兼用制服について、 

生地素材について、着心地について、展示され 

た制服を見たり、実際に試着したりして、制服 

検討、業者選定の観点を検討しました。 

学校ホームページに議事録を掲載予定です。 

詳細はホームページをご覧ください。 

○テスト勉強のクラスもありましたが、どのクラスも明るい雰囲気の中で授業が 

進められており、生徒達が充実した学校生活を送っていることを実感させてい 

ただきました。特に、美術の授業につきまして、クラスの友達の作品を観て、 

その作品のよさや美しさについて発表し合う内容に、とても感銘を受けました。 

授業中、自然に笑顔が出たり、照れがあったりで楽しさが伝わってきました。 

○授業に取り組む生徒さんたちは、活気があり積極性を感じました。 

・３年生の国語で、生徒が漢字の問題を出し、全員で挑戦し、出題者が解答するという 

内容。工夫された授業で良かったと思います。 

 ・技術の授業（３年生）と支援１３組の授業、ＰＣを活用していましたが、集中して 

授業を受けていたように見受けました。 

 ・家庭科で、男子も女子と一緒に、ウォールポケットを作成していました。小学校では 

エプロン作りやナップザック作りを、男子、女子一緒にやっていましたが、中学生も 

ミシンを使って、ものづくりを前向きに取り組んでいて感動いたしました。 

 ・美術の授業で、各自の作品を皆で鑑賞し感想を発表する内容で盛り上がっていて良かっ 

たと思います。更に発表者が次の発表者を指名し、全員参加型で素晴らしい内容と思 

います。展示された作品もすべて良く描かれていました。 

 ・英語では、ヒアリングが重要と考えます。先生のマスクは外してお願いできないで 

しょうか。 

○道路脇のお花畑すばらしいです。きれいで心が和みます。 

○美術の授業は、生徒が意見を出し合い、良いところをほめる方法で、楽しそうでした。 

○清掃は一棟だけしか見ていないのですが、きちんと手ぬぐいを巻き、無言清掃頑張っていました。 

○１年生の帰りの会を参観しました。ずっとしゃべっている生徒がいたが、皆のびのびしていました。 

○あいさつ、鳳祭の１日目より、今日の方がよかったです。 

○昔の授業とやり方が違って面白く感じました。特に、問題を生徒が考えて出題し、答えている点。 

 美術では、作品を作るだけでなく、本人が制作の意図を説明し、他の人が作品に対して自分の意見を

言う点などは、インプットだけでなく、アウトプットを意識した内容となっており、新たな能力向上

につながっているのではないかと感じました。 

 また、授業の方法として、教科書のみを使う場合、ＰＣを全員で使う場合、モニターを使う場合と各

種ありましたが、意図的に使い分けをしているのか、先生方の好みで行っているのかがわかりません。

教育効果を考えた上での使い分けであってほしいものです。 

≪市生涯学習課 矢澤様より≫ 

○授業、清掃、学活の様子を見ることができ、貴重な時間でした。どのクラスも落ち着いて自然体でし

た。文化祭は見ることはできなかったのですが、校舎の中のいたるところに見られる掲示物、ステン

ドグラス、壁画等から、生徒の皆さんが熱心に取り組まれた足跡をうかがうことができました。 

校舎建て替え中で、生徒の皆さんも先生方も大変な苦労があったと思いますが、思い出深い文化祭に

なったことと思います。 

○「＋１」の取り組みわかりやすくていいと思います。 

 神科小のボランティアコーディネーターの細谷さんが、中学校の学校運営委員を兼ねていて、細谷さ

んが、いろいろな場面で、中学生に声をかけておられましたので、小・中と生徒さんの成長を見守っ

てくださる方の存在をありがたく感じました。 


